
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内部に処置具挿通管路が貫通配置されている内視鏡挿入部の外径より大きな内径を有して
いて、上記内視鏡挿入部を外部環境から絶縁するように上記内視鏡挿入部に被脱自在な柔
軟性のある外套シースと、
　先端が上記外套シースの先端部分に開口し、基端が上記内視鏡の処置具挿通管路内を通
過してその基端から延出する可撓性の処置具挿通チューブと、
　上記外套シースを全長にわたって緩く囲んで前後両端において上記外套シースに係合す
るように上記外套シースに被脱自在な筒状体であって上記外套シースより柔軟性が小さい
変形防止筒とが設けられ
　

ことを特徴とする内視鏡の汚染
防止装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、内視鏡挿入部が体内の汚液に直接接触しないように、内視鏡挿入部に着脱自
在に取り付けられる内視鏡の汚染防止装置に関する。
【０００２】
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、
上記変形防止筒の前後両端付近には、上記外套シースの側面に先端が当接する手動固定

ネジが取り付けられて、上記手動固定ネジを締め付けることにより上記変形防止筒が前後
両端位置において上記外套シースに固定された状態になる



【従来の技術】
一般の内視鏡においては、処置具挿通管路が挿入部内に貫通配置されている。したがって
、挿入部が体内の汚液で汚染されないようにするためには、挿入部の外面を被覆するだけ
でなく、処置具使用時に処置具挿通管路が汚液等で汚されないようにする必要がある。
【０００３】
そこで、図７に示されるように、内視鏡の汚染防止装置には、内視鏡挿入部に着脱自在に
被覆される外套シース２０に加えて、先端が外套シース２０の先端部分に開口する処置具
挿通チューブ２１が外套シース２０内に挿通配置されていて、外套シース２０が内視鏡挿
入部に被覆されるのと同時に処置具挿通チューブ２１が内視鏡の処置具挿通管路に挿通配
置されるようになっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上述のように構成された内視鏡の汚染防止装置を内視鏡挿入部に取り付ける際には、図８
に示されるように、外套シース２０が挿入部１１を被覆する動作と並行して、処置具挿通
チューブ２１が内視鏡の処置具挿通管路１２に差し込まれる。
【０００５】
しかし、その際に内視鏡の処置具挿通管路１２との間の摩擦抵抗や引っ掛かり等によって
処置具挿通チューブ２１の進みが悪くなると、外套シース２０の被覆動作だけが進んでし
まう。
【０００６】
すると、図９に破線で示されるように、外套シース２０が軸線方向に伸びて変形、破損し
てしまったり、二点鎖線で示されるように、処置具挿通チューブ２１が外套シース２０を
側方に伸ばしながら腰折れしてしまう場合がある。
【０００７】
そこで本発明は、処置具挿通管路が挿入部内に貫通配置されている内視鏡に対して、外套
シースの被覆とそれに並行して行われる処置具挿通チューブの挿通とを容易かつ確実に行
うことができる内視鏡の汚染防止装置を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の汚染防止装置は、内部に処置具挿通管路が
貫通配置されている内視鏡挿入部の外径より大きな内径を有していて、内視鏡挿入部を外
部環境から絶縁するように内視鏡挿入部に被脱自在な柔軟性のある外套シースと、先端が
外套シースの先端部分に開口し、基端が内視鏡の処置具挿通管路内を通過してその基端か
ら延出する可撓性の処置具挿通チューブと、外套シースを全長にわたって緩く囲んで前後
両端において外套シースに係合するように外套シースに被脱自在な筒状体であって外套シ
ースより柔軟性が小さい変形防止筒とが設けられたものである。
【０００９】
なお、変形防止筒を前後両端において外套シースに固定及び解除自在な固定手段が設けら
れていてもよく、或いは、変形防止筒が、基端方向へ移動する状態では先端側と基端側に
おいて外套シースに当接し、逆方向の動作では変形防止筒と外套シースとが干渉しないよ
うに構成されていてもよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図２は、本発明の第１の実施例の内視鏡の汚染防止装置を示しており、後述する内視鏡の
挿入部１１に着脱自在に被覆される外套シース２０は、例えばシリコンゴムチューブ等の
ような伸縮性のある材料によって内視鏡の挿入部１１の外径より大きな内径を有する薄肉
円筒状に形成されたカバー筒２０ａを有している。
【００１１】
そして、カバー筒２０ａの先端には、透明な部材により形成された先端キャップ２０ｂが
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水密に取り付けられ、基端には、内視鏡の挿入部１１の基端付近に連結される連結環２０
ｃが取り付けられている。
【００１２】
外套シース２０内には、例えば可撓性の四フッ化エチレン樹脂チューブからなる処置具挿
通チューブ（兼吸引チューブ）２１が全長にわたって挿通配置されている。
【００１３】
そして、処置具挿通チューブ２１の先端は先端キャップ２０ｂの先端面において外面に開
口するように先端キャップ２０ｂに接続されており、処置具挿通チューブ２１の基端寄り
の部分は、連結環２０ｃ内を通過して外套シース２０から後方に延出している。
【００１４】
この処置具挿通チューブ２１は、内視鏡の処置具挿通管路１２内に全長にわたって挿通さ
せることができる径に形成されている。なお、処置具挿通チューブ２１の基端部分２１ａ
を破線で示されるように先細りの形状に形成しておけば、内視鏡の処置具挿通管路１２へ
の挿通がスムーズになる。
【００１５】
そして、外套シース２０を全長にわたって緩く囲む変形防止筒２２が、軸線方向にスライ
ドさせることにより、外套シース２０に対して自由に被覆及び取り外しをすることができ
るように取り付けられている。
【００１６】
変形防止筒２２は、例えばポリエチレン、ポリプロピレン、メタクリル樹脂又は塩化ビニ
ール等のような材料によってカバー筒２０ａより格段に肉厚の厚い筒状に形成されている
。したがって、変形防止筒２２は外套シース２０に比較して柔軟性が格段に小さくて変形
し難い。
【００１７】
そして、変形防止筒２２の前後両端付近には、外套シース２０の先端キャップ２０ｂの側
面と連結環２０ｃの側面に当接するように手動固定ネジ２２ａが取り付けられており、手
動固定ネジ２２ａを締め付けることにより変形防止筒２２が前後両端位置において外套シ
ース２０に固定された状態になる。
【００１８】
図１は、本実施例の内視鏡の汚染防止装置を内視鏡１０の挿入部１１に取り付ける状態を
示しており、手動固定ネジ２２ａが締め付けられて変形防止筒２２が取り付けられた状態
の外套シース２０を、軸線方向にスライドさせて挿入部１１に被せていく。カバー筒２０
ａの内径が挿入部１１の外径より大きいので、その被覆動作は円滑に行われる。
【００１９】
その動作と同時に、内視鏡１０の挿入部１１に軸線方向に貫通配置された処置具挿通管路
１２の先端開口１２ａから、処置具挿通チューブ２１の基端部を処置具挿通管路１２内に
差し込む。したがって、外套シース２０の移動に伴って処置具挿通チューブ２１が処置具
挿通管路１２内に挿入されていく。
【００２０】
すると、外套シース２０の処置具挿通チューブ２１が内視鏡１０の処置具挿通管路１２と
の間の摩擦抵抗や引っ掛かり等によって進みが悪くなる場合があるが、変形防止筒２２が
両端に固定された状態の外套シース２０は簡単には変形しない。
【００２１】
したがって、外套シース２０の内部で処置具挿通チューブ２１が一時的に突っ張った状態
になるだけで、処置具挿通チューブ２１が強制的に処置具挿通管路１２内に押し込まれ、
処置具挿通チューブ２１及び外套シース２０が大きく変形、破損することはない。
【００２２】
そして図３に示されるように、外套シース２０が挿入部１１に完全に被覆されて、連結環
２０ｃが内視鏡１０の連結部１４に係合する状態になると、処置具挿通チューブ２１の基
端部分が処置具挿通管路１２の基端側開口１２ｂから延出する。
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【００２３】
そこで、図４に示されるように、処置具挿通チューブ２１の基端部分を所定の長さに切断
してその部分に接続アダプタ３０を取り付ける。この実施例の接続アダプタ３０は、図示
されていない吸引チューブが接続される吸引口金３２がアダプタ本体３１の側面に突設さ
れ、アダプタ本体３１の外端部に鉗子栓３４が取り付けられた構成になっている。３５は
、シール用のＯリングである。
【００２４】
そして、二つの手動固定ネジ２２ａを緩めて変形防止筒２２だけを先側に移動させること
により、図５に示されるように、内視鏡１０の挿入部１１を外部環境から絶縁するように
外套シース２０が取り付けられた使用状態になる。
【００２５】
　 、変形防止筒２２に手動固定ネジ２２ａを設けずに、変形
防止筒２２が基端方向へ移動する状態では、先端側当接部Ａと基端側当接部Ｂにおいて外
套シース２０の先端キャップ２０ｂと連結環２０ｃに変形防止筒２２が当接し、逆方向の
動作では変形防止筒２２と外套シース２０とが干渉しないように構成し 。
【００２６】
【発明の効果】
本発明によれば、内視鏡の処置具挿通管路に通される処置具挿通チューブが挿通配置され
た外套シースを緩く囲んで前後両端において外套シースに係合する筒状体であって、外套
シースより柔軟性が小さい変形防止筒を設けたことにより、処置具挿通チューブが内視鏡
の処置具挿通管路との間の摩擦抵抗や引っ掛かり等によって進みが悪くなる場合でも、外
套シースと処置具挿通チューブをさほど変形させることなく、内視鏡挿入部への外套シー
スの被覆とそれに並行して行われる処置具挿通管路への処置具挿通チューブの挿通とを容
易かつ確実に行うことができる。
【００２７】
そして、本発明の内視鏡の汚染防止装置は、処置具挿通管路が挿入部内に貫通配置されて
いる一般の内視鏡に広くする使用することができるメリットを有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の汚染防止装置を内視鏡に装着中の状態の略示断
面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の汚染防止装置の略示断面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡の汚染防止装置を内視鏡に装着中の状態の略示断
面図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡の汚染防止装置が内視鏡に装着され終わる直前の
状態の略示断面図である。
【図５】本発明の第１の実施例の内視鏡の汚染防止装置が内視鏡に装着され終わった状態
の略示断面図である。
【図６】　本発明の 例の内視鏡の汚染防止装置の略示断面図である。
【図７】従来の内視鏡の汚染防止装置の略示断面図である。
【図８】従来の内視鏡の汚染防止装置が内視鏡に装着中の状態の略示断面図である。
【図９】従来の内視鏡の汚染防止装置が内視鏡に装着中の状態の略示断面図である。
【符号の説明】
１０　内視鏡
１１　挿入部
１２　処置具挿通管路
１２ａ　先端開口
１２ｂ　基端側開口
２０　外套シース
２０ａ　カバー筒
２１　処置具挿通チューブ
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図６は本発明の参考例であり

たものである

参考



２２　変形防止筒
２２ａ　手動固定ネジ
３０　接続アダプタ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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